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教　室　名 内　　　　容

 夏の星空☆観察会
　～ひこ星とおり姫星を見てみよう～ 望遠鏡で夏の夜空を観察します

 牛さんと友達になろう 牛舎へ行って牛さんとのふれあいを楽しみます

 夏のひんやりデザート
　～苺のフローズンヨーグルトクレープ～

夏にぴったりの冷た－いデザートを作って食べ
ます

 森へ遊びに行こう！
　～木で作るキーホルダー～

森の家に行って、キーホルダーを作ったりブナ
林を散歩したりします。

 防災サバイバル塾
　～地震・非常食を体験しよう～

消防署の方からお話を聞いたり、非常食の体験、
クイズなどをします。

 Ｎｅｗスポーツにトライ！
　～アルティメットで遊んでみよう～

Ｎｅｗスポーツ、ソフトディスクアルティメッ
トで遊びます

 キラ☆キラ　ビーズ教室
ビーズでアクセサリーなどを作ります
○低学年：ブレスレット　
○高学年：ストラップ

 せせらぎ生物観察会 実際に川に入り、生き物を観察します。

 竹で水てっぽうを作ろう 竹で水てっぽうを作って遊びます

 和紙のちぎり絵アート 和紙をちぎって絵を作ります。

 星空おはなし会 星空の下でお話を聞きます。

夏休み体験教室
総合学習センターでは、毎年恒例の「夏休み体験教室」を開催します。
対象は市内小・中学校の児童・生徒です。
さまざまな体験や、学校学年を越えた仲間づくりをおこなう絶好の機会です。
申込み取りまとめは、市内の各学校を通じて行います。

詳しくは各学校を通じて配布されるチラシをご覧ください。

　

こ
の
た
び
美
術
館
で
は
、
郷

土
出
身
の
画
家
・
木
原
正
徳
さ

ん
（
市
内
太
田
出
身
）
と
野
口

俊
文
さ
ん
（
木
島
平
村
出
身
）

の
現
代
絵
画
に
よ
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

二
人
が
飯
山
北
高
校
美
術
部

の
先
輩
と
後
輩
の
関
係
に
あ
っ

た
時
代
か
ら
約
30
年
が
経
過
し

た
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
絵

画
世
界
を
表
現
す
る
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

木
原
さ
ん
の
作
品
は
、
人
体

や
自
然
界
に
存
在
す
る
線
や
形

か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
を
彩
度
の

高
い
色
彩
と
動
き
の
あ
る
筆
勢

で
構
成
し
、
生
命
力
に
満
ち
た

作
風
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
野
口
さ
ん
は
、
偶
然
あ

る
い
は
無
意
識
の
中
か
ら
現
れ

た
色
や
形
を
起
点
と
し
て
、
そ

の
上
に
塗
り
重
ね
ら
れ
て
は
削

実施期間：7 月 29 日 ( 火 ) ～ 8 月９日 ( 土 )

＊ 計画中につき、内容等変更する場合があります。

　

飯　
山　
市　
美　
術　
館り

取
ら
れ
る
絵
具
の
層
に
、
過

去
そ
し
て
未
来
に
繋
が
る
今
を

意
識
し
た
作
品
を
描
い
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
所
属

す
る
団
体
展
へ
の
出
品
作
・
受

賞
作
な
ど
の
大
作
を
は
じ
め
、

小
品
や
デ
ッ
サ
ン
的
な
作
品
も

併
せ
て
60
点
余
り
を
ご
紹
介
す

る
予
定
で
す
。
現
在
活
躍
し
て

い
る
郷
土
出
身
画
家
の
最
近
作

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
裏
表
紙
に
木
原
正
徳
さ
ん
の

作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　常盤地区活性化セン
ターを会場に、かんたんな
七夕飾りを作ったり、水遊
びをしたりしましょう。

各コース申込時に、１歳６ヶ月以上
で保育園・幼稚園入園前の幼児と、
親または祖父母が対象となります。

申込・問合せ　飯山市公民館　0269-62-3342

Ｂコース　会場・常盤地区活性化センター

　親子のふれあい広場　Ｂコース

受講生募集

■ 時　間　 　午前９時 30 分～ 11 時
■ 参加費　    400 円
■ 受付期間　 ６月 27 日（金）まで

○ 第 1 回　7/2　　リズムあそび
○ 第 2 回　7/16　  七夕あそび
○ 第 3 回　8/6        水あそび
○ 第 4 回　8/20      アンパンマンになってあそぼう

計４回　水曜日開催

『
木
原 

正
徳
・
野
口 

俊
文
』　
二
人
展

～
郷
土
出
身
画
家
の
近
作
を
中
心
に
～　

　
５
月
24
日
（
土
）
飯
山
市
内

外
よ
り
約
２
０
０
名
の
皆
様
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
飯
山
市
公
民

館
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
演
会
は
、
飯
山
市
出
身
の
故

丸
山
邦
雄
氏
と
共
に
、
旧
満
州

（
現
中
国
東
北
部
）
か
ら
の
日
本

人
引
き
揚
げ
に
尽
力
さ
れ
た
武

蔵
正
道
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
当
時
の
経
験
や
体
験

と
し
て
、
丸
山
さ
ん
と
共
に
、

満
州
を
脱
出
し
連
合
軍
の
最
高

司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
に
面
談
し
、
日
本
人

引
き
揚
げ
を
要
請
し
た
こ
と
を

中
心
に
、
話
の
中
で
、「
丸
山
先

生
が
い
た
か
ら
・
・
・
」
と
い

う
言
葉
が
何
度
も
あ
り
、「
丸
山

邦
雄
先
生
が
こ
の
飯
山
出
身
だ

飯
山
雪
国
大
学　平

和
学
習
公
開
講
座　

開
催

と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
し
て
も
ら

い
た
い
。」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
評
論
な
ど
ユ
ー
モ
ア

も
交
え
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
野
口 

俊
文
さ
ん
の
作
品

　木原 正徳さんの作品

6
月
28
日
（
土
）
～
8
月
17
日
（
日
）


